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鱒 !採

鯛媒強構造の¥研究〈第2報〉の

重骨鮪媒記しての聾化アy ミι タムの構造

出口成人

1.緒言

聾化アルミ主ウムの間態及び然厳構遣はそれぞれx紘及び電子棋によって明らか陀されてゐ-o.

能って，ヰ乏で特別に著者が電子掴滑によ9.構造追求を在す必要はない.然L.ハロダン化カ

ドミ.ウム1A7J!六水化盤化アルミ=ウムの構造を.本研究で改めて電子廻折により討究する時払

重合蝿媒としての瞳化アルミ品ウムの構遣が初めて間明されるやうtある，

2. 聾化アY ミ品汐ムの構造

X線的研究精巣によれdJ3間態の堕化アル芸品ウムは第鎚闘の京日会構培をもってぬる.

∞ーAl2
O--ct 
Cl-Cl使穏:3.41A，3.24A.3.却A

第 28 周

第28園に示されるやうたOcmhedronをたす A品向なる民i>-

pelmoleku1が vander \VaalS力により縮会L."C国態を友してぬ~.

ζの分子構造を草子原子間隔及びイオン牛径を入れて描E雪崩し℃見れ

ば， 第 29園の如tなるて圏承のやうに αーは相立?にセゆ電チ舎

を重ね合ふ箇所もある臥瓦に離れて内部を現為せる箇所もあ-O.

第 29 間 後者。箇所で A26+はが外部へ露出，してゐる.との露出現象が問題

である. との現象を他物質を以って見出し，との物が如何なる化撃的挙措を友すかを考察した.

3. .;>、官グV化カードミタムの構造さ化撃性

ハロゲン化カドミウムが，何れも暦格子(仙i仙噸伽〉をとるとc!::htX続的tc鼠知であま

えこ報告~~ ~~...いて著者は白金網法をバ1 む‘て皐結晶膜からの N 模様を観測寸るととにより，益々唐

(勺繍然倒究所報告第 11援

(1) J. A.，A. .Ketelaar; Z. Krist. 90 (1935)，237. 
(2). L Pauling; Z.. Kri自主.， 74 (1930) 54fi. 

(3) 8. Yamaguchi; Sci. Pap. 1. P. c. R.， (1940) 38. ，142. 
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鱒主翼段構遜 o 研究

格子陸を確めたかかる皐結品りマグロ分子。表高は，他の如何なる表面も存在せすち第 80聞

に奥へられる表面のみである.従つτ譲論は単純で又便利である第担闘では単結晶膜の構遺

が薗示され~.

/、-Ct-

一¥ .LCix+φ

CrLCt2 Co<.Br2 Cd.h 

1存邑O 雌

。立}→投膨 (rhombohedr畠1etructureとして)

o 0 0 0 0 
o 0 0 0 o-Cd++ 

O O O O 
第 31 随

一ー(血}一面一一

o-x-

先づ外界へ向か.ts農商a.第80.'81屈に見られるやうに，x-(ハロダンイオン〉のみからな
る暦であるとのととに閥す与限Tt.主，Cd α~ Cda Br!f' Cd J! tc差別は悲い.隷L.第3臨では

結晶に於けるx--x-距腫2:.Xーのイオン宇僅 CPaulingによる〉とを正確に目盛って描い

た掴であ!$.一見してゐかる翻(， Cd α6車結品薄膜P表面tcは1すから Cd~+i が覗き出して

ゐる.Cdよでは Cd++は荷主毒を見せたい. 第1饗で x-....;x-距離と X戸のイオン宇径と

の関係を数値的に輿へ九

多 i .， 
x--:x-.様 x-11.)，，，オ':-牟.(r) 2r 

一 一一
c<< Cl2 3.86.A 1.81 $.Aj2' (く3.8的

0<<. Br2 3.95 1.関 8.9()， (竺3¥95)

ca J2 4.24 2.l6 、4.$2(>4;24) 

ζれ等白鼠結晶膜を)K蒸策〈常混'2(tO前後 10mmぐらゐに露出して後，廻針を行はしめ

たととる， Cd\Ol~， は最も短時聞に吸漏商議するととを知った~ (Jd易・2 は約 1i毒む害事命をもっ

抗 Cdみであると 1週間も依然明瞭な車結晶薄膜た'.)ζ とを示す N 模様に能始した.水分子

はとL++に竃接に配雌ぜんそ之ずる性闘をもつむとは，一般に既知である.吸滋は Cd++ の場

~JI，O q:;輯京極予との相互作用広陵るみ鼻はれる.
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鱒媒骨量構告をの前究

6. 結 吾E‘
居間

第 20圏を過して述べたやうに Al，qゐ結晶表面には .1126+ の露出がるる，そのためにこの

ものは異常な吸漁性を示ナと思ばれる.事責，A12 CIG /1こ吸滋させる時には， HzOが A?+の周

bにotahed削 lytL配依せる Al6H20・3α の存在が設明されoO.

重合繍媒としての堕化アルミ=ウムが，債量<DH20或ひは HOlを含むととを必須とす芯た

らl;r，強極性b H20， II<αは AZrにより，鵠媒の表面に棟。 H+(Pr蜘IU)を置〈ことを強
ひられる.若しさうであれば，重合購媒 .Al!Cl6の表面と HaPO"，HzS04のそれとは，定制句

に同一である警である.
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